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議
員

　㈶
社
会
経
済
生
産
本

部
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全

国
の
市
区
で
基
準
モ
デ
ル
を

採
用
す
る
と
こ
ろ
は
５
・

２
％
。
ま
た
、
財
政
状
態
の

厳
し
い
団
体
ほ
ど
基
準
モ
デ

ル
を
採
用
し
な
い
傾
向
が
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
状
況

を
担
当
と
し
て
ど
う
思
う
か
。

財
務
部
長

　過
去
か
ら
の
資

産
、
負
債
を
明
ら
か
に
し
、

将
来
に
向
け
活
用
し
て
い
く

た
め
に
、
強
い
決
意
で
基
準

モ
デ
ル
を
採
用
す
る
。

議
員

　平
成
21
年
の
秋

を
目
途
に
財
務
書
類
の

公
表
を
行
う
た
め
に

は
、
今
年
度
決
算
を
も

と
に
開
始
貸
借
対
照
表

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
①
実
施
体

制
②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
③

連
結
対
象
と
な
る
団
体

へ
の
指
導
は
ど
う
か
。

財
務
部
長

　①
現
在
検

討
し
て
い
る
。
②
平
成
20
年

度
は
新
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
行
う
。
③
強
く
協
力

を
要
請
し
て
い
く
。

議
員

　新
地
方
公
会
計
制
度

実
務
研
究
会
報
告
の
中
で

は
、
議
会
認
定
前
の
公
表
を

妨
げ
な
い
と
し
て
い
る
が
、

議
会
の
決
算
認
定
と
の
関
係

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

財
務
部
長

　決
算
審
査
と
同

時
の
公
表
を
考
え
て
い
る
。

議
員

　現
在
は
認
識
し
て
い

な
い
土
地
開
発
公
社
の
含
み

損
を
ど
う
取
り
扱
う
か
。

財
務
部
長

　基
準
モ
デ
ル
に

合
わ
せ
た
公
正
価
値
評
価
を

指
導
し
て
い
く
。

議
員

　ポ
イ
捨
て
、
飼
い
犬

の
糞
放
置
、
歩
行
喫
煙
に
関

し
て
規
制
す
る
本
条
例
は
、

罰
則
を
持
た
な
い
。
そ
の
実

効
性
は
、
市
民
へ
の
周
知
徹

底
と
条
例
を
守
る
雰
囲
気
づ

く
り
に
か
か
っ
て
い
る
。

①
事
前
周
知
②
現
状
の
市
民

の
理
解
③
喫
煙
者
対
策
は
。

市
民
生
活
部
長

　①
ポ
ス
タ

ー
掲
示
、
横
断
幕
・
啓
発
用

の
ぼ
り
旗
の
設
置
等
を
し

た
。
②
肯
定
的
な
も
の
が
多

い
。
③
市
内
３
駅
に
２
ヵ
所

ず
つ
喫
煙
所
の
設
置
を
行
っ

た
。
公
的
建
物
に
も
設
置
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

公会計制度改革
　　　　　　実施　
公会計制度改革の実態
　　　　　　実施に向けて

遠藤　英樹　議員

「基準モデルを自信をもって進める」

▲美しいまちに向けてポイ捨て防止等の
施行キャンペーン

▲国民保護計画を視察（小樽市役所）

一 般 質 問

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の

状
況
は

北海道　ニセコ町
札幌市
小樽市

自治基本条例は
　　　　実践こそが大切

ニ
セ
コ
町
で
は
、「
情
報

共
有
」「
住
民
参
加
」
の
２

大
原
則
に
基
づ
き
、
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
た
め
に
、
町
の
憲
法

と
し
て
平
成
13
年
度
に
全
国

初
の
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
（
自
治
基
本
条
例
）」
を

制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４

年
に
一
度
は
見
直
し
を
義
務

づ
け
る
条
項
も
規
定
し
て
い

ま
す
。

札
幌
市
で
も
平
成
19
年
度

に
自
治
基
本
条
例
を
施
行
し

ま
し
た
が
、
ニ
セ
コ
町
が
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
条
例

で
裏
打
ち
し
た
の
に
対
し

て
、
条
例
制
定
過
程
を
重
視

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方

を
理
念
的
に
定
め
て
い
ま

す
。
12
年
度
か
ら
公
募
市
民

も
含
め
た
「
都
市
経
営
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
や
「
市
民
自
治
を

考
え
る
市
民
会
議
」
を
繰
り

返
し
開
き
、「
自
治
基
本
条

例
に
関
す
る
報
告
書
」
を
ま

と
め
、
そ
れ
を
も
と
に

行
政
素
案
を
作
成
、
議

会
で
も
協
議
を
繰
り
返

し
行
っ
た
上
で
制
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。両

市
と
も
に
、
条
例

制
定
そ
の
も
の
が
最
終

目
的
で
は
な
く
、
市
民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
に
、
自
治
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
他
、
小
樽
市
で
は
、

国
民
保
護
計
画
を
視
察
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

札
幌
市
と
ニ
セ
コ
町
で
性

格
の
異
な
る
自
治
基
本
条
例

を
勉
強
し
ま
し
た
が
、
本
市

で
は
札
幌
市
の
形
が
ふ
さ
わ

し
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

自
信
に
満
ち
た
双
方
の
担
当

者
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト 

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト 

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト 

常
任
委
員
会 

意
見
・
感
想

　議
会
で
は
、
毎
年
、
各
常
任
委
員
会
が
先
進
地
を
視
察
し
、

　市
政
の
参
考
と
な
る
諸
施
策
の
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

　以
下
は
、
６
月
定
例
会
初
日
の
委
員
長
報
告
の
概
要
で
す
。

※

※公会計制度改革……現金主義・単式簿記の地方自治体の会計制度に対し、発生主義・複式簿記などの企
業会計手法を導入する取り組み。
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▲開明中公園を視察（尼崎市）
▲ 総合福祉センターを視察
（香芝市）

▲若者就職応援セミナーを視察（高知市）

高知県　高知市
香川県　丸亀市
岡山県　岡山市

若者の就職を応援して
　　　　　セミナー開催

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

　
　
　
　新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

兵
庫
県

　
　尼
崎
市

大
阪
府

　
　箕
面
市

滋
賀
県

　
　野
洲
市

少
子
高
齢
化
時
代
の

　
　
　
　新
た
な
支
援
ス
タ
イ
ル

奈
良
県

　
　香
芝
市

京
都
府

　京
田
辺
市

大
阪
府

　
　守
口
市

尼
崎
市
で
は
、
新
設
の
街

区
公
園
（
以
前
は
、
老
朽
化

が
著
し
い
公
園
）
を
対
象
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
に
よ

る
公
園
整
備
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
概
ね
４
回
・
半
年
間

で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
き
っ
か
け
に
、
新
旧

の
地
域
住
民
の
間
に
交
流
が

生
ま
れ
た
り
、
整
備
後
の
公

園
の
維
持
・
管
理
に
、
地
域

住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む

香か
し
ば芝
市
は
人
口
増
加
率
が

全
国
市
部
第
３
位
で
子
育
て

世
代
が
多
い
こ
と
か
ら
、
子

供
を
育
て
る
「
子
育
て
」、
子

供
自
ら
が
学
び
育
つ
「
子
育

ち
」
事
業
と
し
て
、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、

次
代
の
親
育
成
モ
デ
ル
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

京
田
辺
市
で
は
、
高
齢
者

と
子
供
た
ち
と
の
世
代
を
越

な
ど
の
効
果
を
上
げ
て
お
り

ま
す
。

箕み
の
お面

市
で
は
、
規
制
緩
和

に
よ
り
、
中
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
が
相
次
ぐ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

高
さ
の
異
な
る
建
物
の
混
在

防
止
と
と
も
に
、
多
様
な
住

宅
供
給
を
目
的
と
し
て
、
平

成
15
年
に
３
種
類
か
ら
８
種

類
の
高
度
地
区
に
変
更
し
、

市
街
化
区
域
全
域
で
は
大
阪

え
た
交
流
を
活
発
に
行
う
た

め
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
児
童
館
を
一
体
と
し
た
複

合
施
設
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

も
ち
つ
き
大
会
な
ど
を
通
じ

て
、
子
供
た
ち
の
社
会
性
、

自
主
性
等
が
身
に
つ
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

守
口
市
で
は
、
自
宅
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の

府
初
と
な
る
５
種
類
の
高
さ

制
限
を
設
定
し
た
と
こ
ろ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
へ
の
反
対

運
動
も
減
少
し
て
い
る
、
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

野や

す洲
市
で
は
、
平
成
19
年

か
ら
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
が
稼
動
し
、
ド
ラ
イ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
る
衛
生

的
・
効
率
的
な
環
境
、
地
元

米
を
使
っ
た
自
所
炊
飯
に
よ

る
地
産
地
消
、
ゴ
ミ
堆
肥
化

に
よ
る
循
環
型
社
会
へ
の
対

応
な
ど
が
実
現
し
て
お
り
ま

す
。野

洲
市
で
は
昨
年
、
地
産

高
知
県
の
雇
用
状
況
は
、

全
国
平
均
の
完
全
失
業
率
が

改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
の
に

比
べ
、
低
迷
を
続
け
た
ま
ま

で
あ
り
、
高
知
市
で
は
平
成

16
年
度
か
ら
、
外
注
に
よ
り

「
若
者
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
を
中
心
に
進
め
る
と
と
も

に
、
面
接
対
策
を
重
点
に
置

き
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は

独
自
の
面
接
会
を
開
催
、
就

職
を
促
進
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

丸
亀
市
で
は
、
平
成
19
年

３
月
か
ら
、
家
庭
用
に
限
定

し
て
、
水
道
事
業
と
し
て
は

全
国
で
初
め
て
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
を
導
入
し
ま

し
た
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
現
金

方
が
、
地
域
の
人
々
と
ふ
れ

あ
い
、
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と

を
目
的
に
、
小
学
校
の
空
き

教
室
な
ど
を
活
用
し
た
高
齢

者
の
交
流
の
場
「
さ
ん
あ
い

広
場
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

場
所
の
提
供
、
光
熱
費
の
助

成
は
あ
る
も
の
の
、
高

齢
者
の
方
々
に
よ
る
ほ

ぼ
一
貫
し
た
自
主
運
営

で
、
喫
茶
・
給
食
事
業

の
ほ
か
、
学
童
保
育
室

の
手
伝
い
、
伝
承
遊
び

等
、
児
童
と
の
交
流
事

業
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

地
消
に
よ
る
中
学
校
の
完
全

給
食
が
実
現
。
セ
ン
タ
ー
所

長
よ
り
、
稼
動
後
に
わ
か
っ

た
設
計
・
設
備
等
の
改
善
点

を
教
示
し
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
本
市
の
建
替
計
画
に
、

大
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

支
払
い
、
口
座
振
替
、
コ
ン

ビ
ニ
支
払
い
に
加
え
て
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
に

よ
り
、
支
払
い
手
段
が
多
様

化
し
、
納
付
し
や
す
く
な
る

こ
と
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

岡
山
市
で
は
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

本
市
と
高
知
市
で
は
雇
用

環
境
に
違
い
が
あ
る
と
は
言

え
、
若
い
世
代
を
対
象
に
、

こ
ま
め
に
就
職
支
援
を
し
て

い
る
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

丸
亀
市
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
決
済
は
、
収
納
率
ア
ッ

プ
に
即
つ
な
が
ら
な
い
も
の

の
、
支
払
い
方
法
の
多
様
性

と
い
う
こ
と
で
は
、
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

種
々
お
話
を
伺
い
、
意
見

を
交
わ
し
、
ご
老
人
方
の
快

活
さ
と
活
動
意
欲
、
あ
ふ
れ

る
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

高
齢
者
事
業
に
関
す
る
大
い

な
る
示
唆
と
刺
激
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

意
見
・
感
想

意
見
・
感
想

意
見
・
感
想


